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緒 冒

吾 々は以 前から家蒐 の経気道性肺結核 の研究 に従事 し

既 にその肺血管変化 を申心 とした成績 を報告 し て き た

が,更 に実験的肺結核症の本態を追求 する為 に病理組織

学的検査に併 ぜτ生存 中の胸部 レ線 撮影 を行い,そ の進

展状況を追跡 した。 レ線 を利用す る,かか る試みは既 に喝

Soper等(1927)Burke(1935),Chien-Liang(1938)及

び矢野(1937)に 依つて行われ,爾 昭和25年 の放 射線学

会総会に於てH下 部が報告 して い るが,吾 々は独 自の日'

的及び方法 に依つて之 を実施 し,一一定 の成績 を得たので

戴 に報 告する次第 である。

一'実 験 方 法

動物:家 兎22匹,之 を感作群9匹,非 感作群13匹

の玄二群 に分けた。

使 用菌:症 状停止性の特定患 者の喀痩 よ り 分 離 した

初代人型菌(K-1号 株)を ペ トラニヤー二培地 に6週

聞培 養 し発育艮好な集 落 より釣菌 した○

感作方法:

上記の結核菌5拍9を 玩 の生理的食塩 水 に浮溝 ぜ し

め,皮 下接種 し,3～4週 後10借 稀釈液 に依 る ツ^ミル ク

リソ反応陽転を見 て再感染 した◎

経気道感染方法:.

上記結 核菌25m9を5ccの 生理的 食塩水 に浮 游 し,

頸部切開に倭 り,直 接気管内 に注入 した。 この際 病変を

一側 に限界 させ ようとして頭 部を高 く,約40度 傾斜 さ

せ,更 に左側 を下に して約60度 左 に傾斜 させたfo

レソ トゲ ソ撮影は初め 日を逐つて行 つたが後 にはその

必 要を認めず4～5臼 聞隔 で適時行 つた。

レ線条件=500ma発 生装置,;次 電 匡31《 β6KV

1・3m,0・05秒10～12;5masで ある。

撮 影時 の体位 は人聞 の場合 と全 く同様で ある。各症例

に就て組織 学的検査 を行い,更 に本実験以前 に行つた実1

験例の感作群19匹,非 感作群23匹 の成績を も参照 し

た。

実 験 成 緕

非感作群=(第1表 参照)一

感染後,日 を逐つ て撮影 して も直 ちには異常陰影を認

めず,最 も早 い場合 は第6Hに 限局性 の淡い均等陰影が

現れた。多 くは第8日 頃 に軽微 な陰影 を認 め,更 に1～

2日 後 には一一側肺野 の半分以上 を占める明瞭な陰影 とな

%そ の後 漸次広汎且つ濃厚 とな り,感 染第13～ 第19

日には一側全肺野に亘 る均等陰影 に発展 す る◎少数例 に

於て この陰影発現 には2～3日 のずれが あるe又5mg

の菌 を使用 した他 の実験例では陰影出現 は感染後 お週頃.
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結 核 菌 の 発 育 に 関 す る 研 究
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第1表 非感作群(25mg経 気道感染)

家
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にな り,一 側全肺野 に亘 る陰 影 は約5週 後 に出現 して

25m9の 場 合 よりも遅 れて陰 影を認 める。 透 明像は45

～6週 後に現れ,之 は室洞 に一致 し,そ の後 も拡 大 す

る。感染後4週 以上経 過 した ものでは全例 に空洞形成 を

認 めてい る◎3ケ 月後 に病側の 自然気胸 を起 した2例 が

あつた。か くして病変は進行す るが現在観察中の8ケ 月

を経 過 した例 では漸次陰影の縮 少を見つつ ある。、

剖検訴見:陰 影発現を見 ない時期 に於て も1～2目 後

に既 に相当度 の細胞浸潤巣 が認め られ る。軽微な陰影 を

認 めた第6～ 第8Hの 症例 では結核性小葉性肺炎 として

見 られ るが未だ殆 ど壊 死は伴 わない。陰影発現時 の第9

～第11日 に於け る変 化は殆 ど大葉性肺炎で類壊 死性又

は乾 酪性病変 を認 め得 る。3週 後 の ものでは広汎な乾酪

性肺炎が著 明で随伴性 に増 殖性肋膜 肥厚 も生 じてい る。

4週 になると軟化 に依 る小察洞形戊が あ り・ レ稼 像では

辛うじて透明像とし

て認められる。7週

後では室洞はより大

きく,大葉性の乾酪

巣聞に結締組織の増

殖が著明となる◎4

ケ月経過したもので

は線維性に周囲と明

らかに境された巨大

牢洞乃至多発性室洞
が認められ,そ の間

には乾酪巣が占めて

いる。又いずれにも

線維性乾酪性肋膜肥

厚が認められた◎

感作群:(第2表

参照)

感染後2塒 問迄は

レ線像にて殆ど異常

を認めず,48時 間後

には感染群9例 中6

例に比較的小範囲の

稽 気淡い均等影が,

多くは一側肺下野に

現れた◎他の2例 は

7塒 間後に同様の陰
ち

影 を認めた。残 りの

1例 は陰影出現 前,

感染後5時 聞で剖検

した◎以上の陰影は

感染第13～16日 で

最 も濃厚且つ広汎 と

な り,そ れ以後 は同

様 の濃度 を保つ。即 ち非感作例に比 して陰影 の出現は約

7日 早 く,最 大陰影 に逮す るの も15日 程早 く,し か も

その濃 度及び範 囲 もかな り軽 度である。4週 後 になる

といずれ も陰影の消槌に向 うのを認 め,叉8週 に達す る

と,全 例 に於て陰影は殆 ど認 められな ぐなつた◎ その後

も爾観察 した ものでは稽 ヒ斑点状 の陰影 を認め,又 現在

Sケ 月を経過 して観察 申の もの もあ る。

剖検所見:陰 影発現前,感 染後5時 間 の例では極 めて

小範囲の浸潤巣 を認 め,陰 影発現時 では略 之大葉性の肺

炎 を惹起してお り,第5日 ではやは り大葉性肺炎で類壊

死巣 も認 められ るc第12日 では類壊 死巣の周囲 に巨細

胞 を認 める。4週 後では中に乾酪巣を含 むが,増 殖性傾

向を帯 び且つ病巣 の縮 少が認 められ る◎7～8週 に達す る

と小葉性増殖性病巣 とな り周囲は線維性傾向を呈 して く

るが爾小範 囲の乾酪巣 を認め る例 もあつた◎
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第2表 感作群(前処置5mg皮 下接種,後 処置25mg経 気道感染)一
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3ケ 月後になると細葉性乃至小 葉性病巣 と して認 め ら

れ,乾 酪巣は認 め られ ないo周 囲は特 に線維性 とい うわ

けではないが,肺 胞 壁の肥厚が見 られ る。又'7～8週 以

後 の ものでは肺表面には大小不同の小結節が認 められ,

凹凸不準 である。

以上吾 々の観察期 間では,非 感作群では感染後10日

前後 に揃つて広汎,濃 厚な陰影 の発現を認め,之 は結核

性大藁性肺炎 に基 く事 を明 らか にした。以後乾酪巣の拡

大に伴 つて陰影は益 菱拡大濃厚化 し5週 を経 ると全例 に

透明像 が出現 し,剖 検 では空洞 を伴つた大乾 酪巣 を認 め

たが,感 作群 では感染後2～3日 で之又例外な く陰影発

現 を認め,そ の後或 る程度 増強 して後は又例外な く陰影

の縮少.吸 収 を認 め組織学的には乾酪化 の少ない大葉性.

肺炎 から小葉性増殖性病変 に推移す るのを確め得た。

考 按

既 述の如 く,実 験的家 兎肺結核症 に於ける レ線 の利 用

は既 に実施 されてい る。即 ちSoper(b等 及びBurke(2)

は感作群及び非感作群の二 群に就 て 追 求 し たのであつ

て,我 々の 目的 と略?同 様であるが,Chien-Liang(3)は

や は り感作,非 感作 の二 群 に分 けて血行性に感染 させ,

人間 の場合の所謂早期 浸潤 と比較 したものである。又矢

野(の は気 道性及 び血行性 に感染 さぜて如何 なる病巣が

如何 なる陰影 として認 め られ るかを実験 した。更 に 最

近日下部(5)はBC

G前 処置に依る血行

増 性及び気道性肺結核

殖 の経過に就て実験を

性 行つた◎・

病 我々は実験的肺結

巣 核症の血管変化を組

織学的或は血管造影

法に依つて観察をす

すめ,結 核性肺炎巣

に於ては乾酪化に至

らぬ細胞浸潤巣で既

に早期の高度血管内

膜変化に依る狭窄或

は閉塞を生ずる点か

ら化学薬剤を用いる十

場合,高 度の血管変

静 化を生ずる前に用い
なけれは効果は期待

赫 出来ないことを主張
してきた(6)◎ 又更

+に 血管変化は静脈に

於けるよりも動脈の

方が高度であること

を認めて報告し,更

に肺結核症の進展状 況を も追 求 してい るが,唯 剖検 して

各個 の症例 の結果 と しての所見 のみ を得たのではそれ迄

の経過 が不明で あ り,特 に感作例 の場合長期 聞生存 させ

た ものでは病巣が限局 していて数 も少な く果 して初期 よ

り少なかつた ものか,又 は初 期には広汎 な 浸 潤 が あつ

ズ,そ れが吸収 され たもので あるか判断 に苦 しむ場 合が

多かつた。又非感作例で も注入後1週 の もの と2週 の も

のとの病巣の差 が甚 だ しい ので,そ の解釈 にも困難 を感

じ,こ ごに レ線を利 用す るに到つ たもので ある◎

以 下その成績 を検討す る。

菌 注入時 の体位 に就て:

Soper等 は右側 を下}こして注入 したが その大部分の例

に於て左側 に も病巣 を同時的 に作 り,Burkeも 右側 を

下 にしたのでは病巣 を限局 させ るのに失敗 し,左 側 では

毎常成功 した。我 々 も病巣は可及的 限局 させ る方 が便利

であ り,各 症例 の所見 の比較 もよ り確実 とな るわけであ

るか ら左側を下に してその大部分は成功 し,右 側を下に

した場合 も,傾 斜 を高度 に して,緩 徐 に注入すれば之 又

概ね 目的 を達 した。

使馬菌 に就 て:

Sop鑓 等 は感作 に継代培養 人型菌lm9・ 注入 に牛型菌

2・5mg乃 至5mgを 用 い,Burkeは 感作 に無毒 菌0・5mg,

注 入に人型菌1mgを 用いた。 矢野は 牛 型 菌i/temg・v



iliooemgを 用い,日 下部は感作 にBCG,注 入に牛型菌

を用いた。吾 々は感作及 び注入共初代人型菌 を夫 々5mg

及び25憩 ぎ用 いた。

陰 影の発現:

感 作群 ではSoper等 は第5H,Burkeは1～2日 後,

日下部は血行性再感染では7日 頃,気 道 性再感染 では第 ノ

3日 に陰影 を認 めてい る。吾 々は第2～ 第3日 に之 を認

めた。

非感作群ではSoper等 は第16H,Burkeは 第10～

第17日,矢 野 は7H後,日 下部は血行 性感染 では第11

～第15日,気 道性感染では第8～ 第11日 に陰影を認

めてい るが吾 々は10日 前後 に之 を認めた。 尚5m9の

菌を用いた吾 々の他の実験 に於 ては陰影の出現 は達れて

20日 前後 とな り,発 現時の陰影 の拡が りも25m9の 例

に比 べ ると小範囲であ る。併 しその後 は略 賓全肺野 に拡

が り遂 には空洞像 も認め られ26mgの 場合と特別の差 は

認 め られ な くなつた。

陰 影の経過 ξ

非感作群ではBwkeも 吾 々の場合 も1ケ 月後陰 影は

最大 とな り,感 作群 ではSoper等 は15～26円 後 に,

Burkeは2週 後 に陰影が最大に達 すると記 し,吾 々も2

週前後で最大になるのを認めた◎而 も之 は非感作例 とは

? 第 3

3S9

異 なつて大葉性 ではなかつた◎,

陰影 の消祷:。

非感作例 ではSoper等 の1例 に塞 洞 形 成 に到 る前

則 ち感 染 後7週 頃 よ り陰 影の消 偲す るのを認め,吾 々

も現在債瀬 察中の1例 にや は り7週 頃か ら陰影の消裾 し

うつあるのを認め るが,他 の例 には認め なかつた。併 し

Burkeは1～3ケ 月頃 より一般 に病変 の退行を認め ると

記 してい る。感作例では,SoperBurke,日 下部及 び吾

々も陰影 の消裾 を認めた。Soperは8例 申2例 に之 を

認 めず,又 消祷を認めた例 で も10週 乃至6ケ 月後 に消

襯 を認めたが,そ の後 同側 の他肺野又は他側 に薪 たな陰

影 の出現を認 めてい る。Buxkeは2ケ 月 目になると消

襯 しは じめ ると記 してい るが,吾 々は全例が4週 頃 より

消襯 しは じめ るのを認 めた。

室洞形成}:

Soperは 非感作例の全例,感 作例8例 申2例 に之 を認

め,Burkeは 非感作例 に稀 に,感 作例 にPtit之 を認めて

い る。 日下部 は非感作例の全例,及 び感作例 の少数に も

之を認 めているが,吾 々は4週 以上経過 した非感作例で
　

は全例 に室洞形成 を認め,感 作例 では全然之 を認めなか

つた◎総括 して表示す ると第3表 の如 くな り,之 を更に

考察 してみると,使 用菌株及 び菌量が区 々であ るが先ず

表

80per

Burke

矢 野

日 下 部

神 勤[

無 感 作 群

菌

株

陰
影
田
現
日

菌

量

最

大

陰
影

空

洞

牛

型
一継
代
人
型
一牛

日16舞
触

⑦
θ

十

吸

収

時 に
十

感 作 群

1m9

型
牛

O.1rv

O。001

mg

i型

㎎%

初
代
人
型

10～

17日

～
日

8

11

30日 稀 に

十

十

感

作

菌
秣

継
代
人
型

感

作

菌
量

注 暁
入
菌

株

入
菌

量

陰
影
出
現
日

1mg

牛

型iー"

継
代
人
型

㎎
蕊

無

毒

菌

十

牛ー

●

齢9
i5mg

1mg

5唖 日

1～2

日

型
牛

諭

㎎

0

0

最

大

陰
影

空 吸

洞i収

15～ ト+
26日稗 こ 町

10日

十 …

14日 時 にi 十

一i

30日 十 一

BCGI

初
代
人
型

5mg

型
初
代
人
型

3日 十呼

2Smgl2f」1、4日 一+

罪感作群 では陰影出現は感 染後10日 ～20日 以内であ り,

その陰影が増強 して最高度 にな るには感染後1ケ 月を要

してい る◎ ここで注意すべき ことは感染後1週 迄は組織

・学的 には細葉性乃至小葉性浸潤 で肉瞑的 には僅かの病巣

を認 めるに過 ぎないが,軽 度の陰影を認 めた時で も筒小

葉 牲肺炎 で未だ壊死は殆 ど伴 わない。併 しその後1～2

日にして明瞭,且 つ広汎な陰影の発現 とな り,こ の時期

では殆 ど大葉性肺炎で類壊死巣又は乾 酪巣 を認 め得 る◎

則 ち感染1週 後 か ら2～3日 に して逐時的 ではあるが急

速 に広汎な病巣 が出現 し,難 酪化へ と移行 し,そ の後乾

酪化の拡大 と共 に益 々陰影は濃 厚,最 大 とな り,陰 影 出

現 よ り約20日 で風 点に逮 す る。 もの聞 の推移 を連続的
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な レ線撮影 と剖検所見 に依つてその特 殊性炎 としての性

格 を痘鰐海 中に具 えるに至 る肺結核症 の進展状況 を認識

す ることが 出来 たと考 える。

夏 に室洞 形威に就 て,S(}peちfi下 部,吾 々は全例 に

認めたに反 し,Burke,矢 野 は殆 ど認めておらず,逆 に

Burkeは 陰影 の吸収 を認 め,Soper並 び に吾 々は之 を認

めてお らぬ事 実はB"rkeは 菌型が人型(継代培養)で 少

量であ り,矢 野 は菌型 は牛型 であるが微量であ る事 に基

ぐもの であ ると考 え られ る◎S◎per,日 下部が共 に牛型

を用いて室洞 を生 じてい るのは当然 として も,吾 々が人

型 に俵 つτ牛型と同一 の病変を見てい るのは既 に指摘 し

た如 ぐ,初 代 人型菌 を使 用 した為 と考 えちれ る◎

次に感作群 に就て考察す ると,使 用菌株 及び菌量の区

々な るに拘 らず陰影 の出現は1～5日 で非感作群 に比 し

早期 に出現 する ごとを一様 に認めてい る。 そ して陰影は

14～26日 で最高 とな り,以 後皆吸収 され る点では一致 し

て いる。即 ち感作群では早期に病変 が出現 し,吸 収 され

ることを示 してい る◎併 し察 洞の出現 についてはBurke

は多数 に之 を認め,日 下部,Soperも 時 に之を認めてい

るに反 しz吾 々は全 ぐ之 を観察 しなかつた◎之 は実験 条

件か ら見て,感 作 に使 用 した結核菌がBurkeは 無毒菌

であ り,日 下 部は8CG,Soperは 継代天型 菌 玩gで

あ るの に反 し,吾 々は二次感染時 と同一 の初 代 人 型 菌

5x・9を使用 した事に起 因 したと考 えられ る。'

尚,レ 線撮 影に依 り,病 変 の現 状 を的確 に知 ることが

出来て実験 の遂行上誠 に便利 であ り,実 験材料 の無駄 も

な くなつ たのであ る。

結 輪

1・ 吾 々は22 、匹の家兎を感作 群 と非 感 作 群 に分 ち,

夫 々に経気道的 に初代人型菌を感染せ しめ,レ 線撮影

に依 つてその経 過を追つ た。

2・ 感作群では2～3日 で陰影の発現を認め,次 いで2

週 後 に陰 影は最大 とな り,4週 以後 漸次消徳 に向 うの

を認めた◎

3.非 感作群では10日 前後 に略 ≧大葉性 の陰影が現れ

以後 は察洞を形成 して病状 の増悪 を来 す。

4.病 理組織学的所見 も以上の レ線像 に一xし た。

5.既 に同様 な実験がSoper等 及 びBurkeに 依 つて

行われたが,そ の笑験 条件 も異 な り,放 績 も同一 とは

云 えず,吾 々は大葉性結核性肺炎の発生経 過につ き注

意 し又吾 々の条件 では感作群では早期 反応 並びに吸収

が例 外な く起 ることを明 らかに した◎

6.実 験的家兎肺結 捜症 に対す るレ線応 用価値 は極 めて

大である。

終 りに御指導及び御校閲を賜 つた久貝 貞治所長及 び石

喬豊彦教授 に深 く感謝致 します。併せ て終始協力 ㌧て下

さつた市原 ・椎名両技師に感謝 の意 を表 します。
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